高知県 高 岡 郡の 奥の 越 知と 云う 山村に、 樽の 滝と 云 

おお だき 

う 数十 丈の 大瀑が ある。 それ は 村の 南に 当る 山腹に あ 

る瀑 で、 その 北に なった かなりの 渓谷 を距 てた 処には 

安徳 天皇の 御陵 伝説 地と して 有名な 横 倉と 云う 山が あ 

る。 初夏の 比 その 横 倉 山から 眺める と、 瀑は 半ば 以上 

を 新緑の 上に 見せて、 その 銀色の 大樽を 倒しまに した 

と-つと 1 つ 

ような 水が 鼕々 として 落ちて いるので、 土地の人 は大 

樽と 呼んで いる。 

その 滝の 在る 山 を 南に 越えた 処に篠 原と 云う 農家が 

あった。 何時の 比の 事で あつたか 年代 ははつ きりと 判 

らな いが、 しかし、 あまり 古い ことで はない らしい。 



手 を 払い除けて、 

「あれ、 あれ、 あれ」 と、 云って 室の 中 をのた うって 

廻った。 

人び との 顔に は 恐怖が のぼって いた。 主人 は 仰向け 

にな つ たり 俯向けに な つ たりして 悶搔き 苦しんだ。 

「 岁 ォ 岁 あ わ あ. わ II 

そして、 やっと 悶搔を やめた 主人 を 寝床に 入れた 隣 

家の 者 は、 家内の 者に 別れ を 告げて 庭に おりたが、 主 

人の 怪異 を 見て 恐れて いるので 何人も 蛇の こと を 口に 

する 者はなかった。 
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